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色の 起源を訪ねる 一一一ラス コ ー 洞窟壁画視察ツア
ー

市原恭代（工 学院大学）・福本麻子 （慶應義塾大学）

ク ロ マ ニ ヨ ン 人 の 洞窟壁 画の 色彩

　 一人類にとっ て色とは何か
一

　現在、生存して いる私たち 現世人類（ホモ サ ピエ ン

ス ）は皆、約4 万年前に欧州で生まれたとされる クロ

マ ニ ヨ ン 人 〔Cro−Magnon ）の子 孫 で ある 。

　Cro−Magnon は フ ラ ン ス の 地 名 で フ ラ ン ス 中南部 に

位置 している 。 ラス ：コ
ー

洞 窟を始 めとする2000 を

超 えるクロ マ ニ ヨ ン 入の 遺跡の 残る洞窟があ り、壁

画 の あ る泪窪も数知れな い 。

　 2008 年 3月 5日、私 たち は 日本色 彩 学 会 関 秉 支

部から派遇さ れる形で、この洞窟壁画を探訪し測色

す る 機 会 を 得 た。現 地 で 迎 え て くだ さ っ た の は 、小

笠 原 文 LhQmme 夫 妻 、夫 人 の 文 さん は2000 年 色

彩学会がラ ン クロ 先生を迎 えて 講演会を行 っ た 際、

通訳 をして くださ っ た 方な の で 覚え て い らっ しゃ る方

も多い と思う。彼女は エ コ
ー

ル ・デ ・ボザ
ー

ル （国立

パ リ芙術 大学）の 彫刻科 を 出 て 現代 芸術家 と して 在仏

で活躍 してお D、夫 君の L’hOmme （ロ ム、人 間という意

味。考古学の技術者 ・研究者）と2004 年に結婚した。

　 今 回、こ の ロ ム 夫妻が 骨折 ：）てくださり、決して普

通の 研究者 で は見る こ との で きな い買重 な洞窟 内部

を拝見し、色材となっ た岩や±を実際に 測色させ て

頂 い た。また、ラス コ
ー

洞窟壁画の世界的権i威で あ

る国立先史博物館の ノベ ール ・オジ ョ ラ博士 に直接講

演 して頂 ぎお話 を伺 う機 会を得た。さ ら に 現 在、最

新の レ
ーザー

計 沮1」でラス コ
ー

洞 窟の 修復 復元 を行っ

て い るス タジオZK を見 学 し修復士サ ン ソ ン 氏に 話を

伺うなど本当に貴重な体験をさせ て頂 い た。労を惜

しまず動い てくださ っ たロ ム夫妻には厚く感謝したい。

　さ て 、ネア ン デル タ
ー

ル人 は約 20 万年 前に出現 し、

2万 数 1干年前に 絶滅 した とされ て い る 。対 して クロ

マ ニ ヨ ン 人 は約4万 年前に出現 し、 1万 7千〜 8 千年

前には素晴らしい洞窟壁画を残 し、現代 の私 たち 人

類 へ と纜 い て い る 。 ク匚 マ ニ ヨ ン 人とネ ア ン デルタ
ー

ル 人を比 べ ると脳容 積ではむ しろ絶滅して しま っ たネ

ア ンデル タール人の方が大きい 。 ネア ン デ ルタ
ー

ル

人 は 白 器を使 い 、火 を 用 い 、埋 葬を して そ こ か ら 大

量 の 花粉が発 見さ れる という優 れた文化 の 持ち主 で

あ っ た 。 しか し、彼らの文化は そ れ以上 に は発達ぜ

ず滅びて しまっ た の で ある 。 クロ マ ニ ヨ ン 人の 最大の

特徴はその コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン にあるとされる 。 彼ら

は 言葉 を持 ち 、絵 を 描 き 、図記 号を描い て 、仲 間 に

知り得た こ とを伝 えることができた。

　今回、その たい へ ん な量の 壁画や古代彫亥1」の うち

ほんの
一

部を視察 した 。 （そ れ で も 3000 以上 の も 線

描画 を見 て いる）そ こ には、ウマ の 浮き彫 りあ り、篁

なっ たイノシ シ、シ カ、マ ン モ ス 、ヒト、お そ らく意

味 があ っ た で あろ う幾何学図形、線描、彫 亥1」、着

ク囗 マ ニ ヨ ン の洞窟がある岩壁 右から囗 ム夫妻 後藤妥子さ ん 市原恭代 福本麻子さん
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彩
…
　 本 当にク ロ マ ニ ヨ ン 人 は私たち と同 じく、素

晴らしい 芸術家で あ り、観察力鋭 い 科学者 で あ っ た こ

とがわかる 。

　 それぞれの 洞窟はキ ャ ッププランでは自いウマ の彫

亥1」的な浮ぎ彫り、コ ンバレル で は何千 個か の 絵画練習

の跡かと思われる線描画、ラ ス コー
やフォン ドゴウムで

は彩色 壁 画と多 様性 に満 ちて いる。お の おの 洞窟の

壁の質感 や起伏を生かしで 、動物や物体の 形に して お

り、中にはこれは自然がたまたまそ のような形熊 を取

っ た のか、そ れとも本当に先 史時代の クロ マ ニ ヨ ン入

が描 いたの か迷うような もの もたくさん見受けられた。

　 そん な時、決 め手となるのは 「色 」で ある。色 があ

る こ と、着彩されて い る こ と 。 それ は まさしく人類の

手になるもの であ っ て 、決 して 自然 の 造 作 で はな い 。

改 め て 、人 類にとっ て の 「色彩の 力」が い かに偉大な

も の で あ る か を 思 い 知 らされた感 があ っ た。

　ところで、今 回の 旅行の 喜び の
一

つ にお い しい 食

事とワ イ ン があ っ た 。

　 こ の ク ロ マ ニ ヨ ン 人 の洞 窟が あるドル ト
ー

ニ ュ 地方

は、フランスでも随
一

の食事の おいしい地 方で ある。

　 自然の 幸豊かな 地方であり、冬の 間、洞窟に籠 っ

て 絵を描い て い られる豎かさに満ち て い る。

　特 産 品として クルミ、ナ ッ ツ など の 木の 実蜂 蜜 イ

現代も使 わ れ て い る 洞窟

ミシ ュ ラン 1つ 星レス トラ ン ヴ
’
ユ
ーロ ジに て

昼 の コ
ー

ス （正直に言 って 絶 品 で す ）

チゴやラズ ベ リ
ー 1グズベ リ

ー
などの果実 ．トリュ フ 、セ

ッ プな どの キ ノ コ 。先史時代の 人間 は食 べ て い たか

は知らない が フ ォ ワグワの産地でもある。

　 ゆるやか に流れるヴ ェ ゼ
ー

ル 川にはサ ケが遡上 し、

カ モ 、シ カ 、イ ノ シ シ 、ウ シ な ど が狩 の獲物 とな っ た

で あろう。ワインはいうに及 ばず 、大 地を乳 と蜂 蜜の

流れるというべ ぎ場所であっ た 。

　 今回、現地 に長く住ん で おり、発 掘もする ロ ム氏と夫

人 の 小 笠原文 さ んの おか げで 、こ れ ぞ人類が 得た 最

高の 悦楽とも い うべ き食にありつ いた私たちであ っ た。

　 最後 にラ ス コ
ー

洞 窟 の 保存 修復 を行 っ て い る ス タ

ジオZK で は、現在ラ ス コ ー 3 を制作中である 。 これ

は 最新 レ
ー

ザ
ー

で ラ ス コ
ー

洞 窟 の 凹 凸 面を 計測 し、

3D で 実物大 に 立体復元 、分析した 着 色材 で 精密 に 壁

画 を再現 している 。 やがて完 成 した日尭には、立 体壁

画としで 世界中を巡り展示さ れるこ とになっ て い る 。

修復士のサン ソン氏は 「H 本でもいずれラス コ
ー

洞窟

の展 覧会 を開きた い 、また、着色材 の 原 料 の 分析 は

進 ん で い るが色 彩を測色して い る わ け で は ない の で

そ の 点も研究を進め て い きたい 。 また 、世界 中の壁

画芸 術の ア
ー

カイブも作 っ て 研究 者が 相互 に研 究で

きるような組織を作 りた い」等 、熱 く語 っ て くだ さ っ た 。

日太 色彩学会がその 受け 皿 の
一

翼 を担えれ ば素 晴 ら

しいと感 じて いる。今回の 派遣を
一

つ の 契機として 、

世界 規模の 相 互 研究の 広が り と なれ ば、色 彩学 会と

しても得 るところは大きい と思 う 。 そうなる こ とを願

っ て やまな い 。　　　　　　　　　　　 （市原恭代）

（カラ ー
写真は 1］8ペ ージ）

自作 （！）の毛皮と帽子 を被 らせて 頂 い た

福本さん □ 厶氏は針も石器で 自作 し動物

の 筋膜を裂い た糸 で 毛皮を縫 い 合 わ せ て

い る。この 後、弓矢をより還くに的確に飛

ばす方法もこ教授頂 い た。

保存修復 ア トリエ ZK （ズィ
ーカー）
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ー

先史時代 壁画芸術とその色につ いて

　　 オジョ ラ博士の 講演報告

　ラ ス コ
ー

洞 窟 の 壁 画 は、 17000 年前の 1日石器時

代後期の クロ マ ニ ョ ン人によっ て 描かれて い た多 色塗

りの 洞 窟 壁画 であ る 。 1940 年 に発 見 され て か ら、

か つ て は大勢の 見学者を受 け入 れて い たが、観 客の

吐く二 酸化炭素によるカビなど深亥1」な被害が発生 した

ため、1963 年以降から洞窟は
一

般公 開されて い な い ．

　そ の ため、残念な が らラ ス コ
ー

澗窟 自体 に入る こ

とは で きな いの だが、忠実 に再 現され たラス コ ー H

見 学と先史時代壁画 研 究の第
一

人者で あるオジ ョラ

博 士にお話を伺うこ とが出来た．日本色彩学会からの

訪問とい うこ とで 特別に「先史時代 壁画芸 術とその 色

につ い て」という大変興 味深 い ご 講演頂 い た内容 を ご

紹介する．

（オジョラ博士の講演）

　先史時代芸術とい われる洞 窟壁画 は ヨ ー
ロ ッ パ を

中心 に約320 存在 して い る．洞窟壁 画 描か れた題 材

は、馬が
一

番多 く、続 いて ビゾン （野牛）、オ
ーロ ック

（牛 ）、マ ン モ ス、サ イ 、ヒ ョ
1

ン、クマ の ような大動物 、

さらにトリとア ヒ ル 、フクロ ウ、キ ュ
ー

サ ッ ク、魚、模

様、そ して 少数 で あ るが人 間も描 か れて い る．洞 窟

壁 画 の 最 も 素晴ら しい 点は 、非 常 に 限 られた 道 貝と

顔 料で表現されて い る所である，彼ら が使っ たの は線

を刻む石器、4 〜 5種類の顔料、そ して絵 の具 を塗

るための簡易な筆や道具の み で ある，彼らはどのよう
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図 1　 （左）ス タ ン プを使っ て点描で 着色された馬 ［1］

図 2　（右）動ぎ を表現す る ため、奥 の 足 はつ ながっ て い

な い ［1］

図3　5匹の鹿．遠くの鹿は薄く簡単に、近くの鹿は濃く詳

細に強く描かれてい る ［1ユ

洞窟壁 画を描いたかのだろうか，

　岩に亥1」まれた輪郭は、描き直 しがみられるのは 2点

ほどで 、「まぼ迷 いな い大胆 な線で描か
、

れて い る．

　色 彩 は赤 （酸化鉄 ）、黄色 （黄土 ）、黒 （2酸化マ ンガ

ン、炭 ）、紫 （二 酸 化 マ ンガンを加熱）の 4 色を用い て 、

水 で溶い て混 色は せ ず、胴体を2色 で 描 い た り（図

2）、
一

部塗 り残したりと、独特 な 色彩 感覚で 力強い

表現がされ て い る．着色には筆を用いたり、顔料を口

に含んでスプレ
ー

をした り、スタ ンプを使っ て 、点描

の よ うに描い たり（図 ］）と様 々な 工夫を こ らして い る．

壁 や天 井
一

杯 に躍 動感に溢れる構図で 描かれ 、一
部

は シ ン メトリ
ー

を用 い て いる （そのため 「旧石器 時代の

シ ステ ィナ礼 拝堂」呼ば れ る こ ともある）．

　現代で いう点 描 技法 （図 D 、遠近法（図3）などの

表 現技 術 が使わ れて お り、 195D 年代に ラ ス コ
ー

洞

窟を 見 学 した 西 洋 絵 画 の 巨 匠、パプ ロ
・ピカ ソ が 「彼

らは美術をやりつ くして しまっ た」と言 っ たという

　洞窟壁 画の 研究 成 果 により、どこで、どの 技術、

どの 材料を使っ て 、い つ 描 かれたか ほぼ正 確 に知る

こ とができる ようにな っ たが「何故、何の た めに描か

れた の か？」だけは決 して 知る こ とがでぎな い ，

　 しか し、洞 窟壁 画 の 中 で 唯
一、解釈 が で きる絵が

こ の絵 である （図 4）．この絵はビゾン （野牛）に矢がさ

さ っ て おり、人間によっ て 傷 つ けられた ビゾン が鳥頭

の 人間に向か っ て き て い る様子で ある．「鳥頭 」という

の が象 徴的 で 「死 にゆく人の魂を天 に昇 ら せ て い る鎮

魂の 様子を描かれた の で は」とい われて い る，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （福本麻子 ）

（カラ ー写真は 1］8ペ ー
ジ）

図4　鳥頭人間と ビゾン．鎮魂の 絵とい われる

参考文献　 ［1］Norbert　Aujoulat　：　Lascaux　：　Movement ，

Space，　And　Time，　seuil，2004 ，
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ウシの線描 ラ ス コー洞窟の彩色画

迫力あ る 連続した 動物の描写 ク ロマ ニ ヨン 人の使 っ た絵の具

赤
・
酸化鉄 黄

一
黄土 黒

一
二 酸化マ ンガン 中央の 黒 い塊 は木炭

．弾 蝋
町

・醜 ガ 、　 ｝t．

図 1　 （左）ス タン プを使 っ て点描で 着色され た 馬 臼］

図 2　（右）動きを表現す る ため、奥 の 足 は つ な が っ て い

な い ［1］

図3　5 匹の 鹿遠 くの 鹿は薄く簡単 に、近くの鹿は濃く詳

細に強く描かれて い る［11

図 4　鳥頭人間とビゾン．鎮魂 の 絵とい われ る

参考文献　［1］Norbert　Aujoulat：Lascaux　：　Movement ，
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